
記者発表資料 
 

平成１７年８月４日 
内閣府（防災担当） 

 

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進 

に関する特別措置法の施行について 
 

 

平成 16 年４月２日に公布された「日本海溝・千島海溝周辺海溝型

地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づき、同法

の施行期日を本年９月１日とする政令案（※１）及び同法において政

令で定めることとされた「地震防災上緊急に整備すべき施設」や「対

策計画を作成する者」の具体的な内容等を定める政令案（※２）が、

８月５日に閣議決定される見込みとなりましたので、発表いたします。   

なお、同法及び同政令案の概要については、別紙１、２をご確認下さい。 

※１「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別

措置法の施行期日を定める政令案」 

※２「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別

措置法施行令案」 

 

【今後の予定】 

平成 17年８月５日 閣議 

平成 17年９月１日 法施行 

 

お問い合わせ先 

内閣府地震･火山対策担当 

参事官補佐  中井 淳一 
主   査  橘  清司 

TEL:03-3501-5693 
FAX:03-3501-5199 

 



 
 
 

 
Ⅰ．日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の

推進に関する特別措置法の施行期日を定める政令 
 
「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に

関する特別措置法」は、本年 9 月 1 日から施行。 
 
Ⅱ．日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の

推進に関する特別措置法施行令 
 
１．国、地方公共団体等が「地震防災上緊急に整備すべき施設等」とし

て推進計画において定めるべき施設等（避難、消火、緊急輸送、ライ
フライン、救護の確保等） 

・避難地、避難路、消防用施設、消防活動用道路 

・老朽住宅密集市街地における延焼防止上必要な道路、公共空地、建築物 

・緊急輸送用の道路、交通管制施設、ヘリポート、漁港施設、港湾施設 

・共同溝、電線共同溝等 

・海岸保全施設、河川管理施設、砂防設備、森林保安施設等 

・病院、社会福祉施設、学校その他不特定多数の者が利用する公的建造物の改築等 

・地域防災拠点施設、防災行政無線設備等 

・井戸、貯水槽、備蓄倉庫、自家発電設備、応急的措置に必要な設備・資機材等 
                

２．推進地域内において、津波からの避難の計画を定めるべき民間事業

者（以下の施設・事業を管理・運営する者） 

・劇場、百貨店等不特定多数の者が出入りする施設 

・石油類、火薬類、毒物・劇物、核燃料等の危険物を取り扱う施設 

・鉄道事業等の旅客運送事業 

・学校、社会福祉施設 

・鉱山、貯木場、動物園 

・放送、ガス、水道、電気事業者等 

・大規模な工場等 

 

３．その他、推進計画等に定めるべき事項（必要な教育・広報）等 
 

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策 
の推進に関する特別措置法の施行について 

別紙１ 



  

 

 

 

 

 

 

内閣総理大臣 

関係都道県 中央防災会議 
意見聴取（法第３条第３項） 諮問（法第３条第２項）

指定（法第３条第１項）

 

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進地域

○津波からの避難等、地震防災対策に関する各種計画を作成し、その実施を推
進。 

【基本計画】法第５条 
●国の日本海溝・千島海溝周

辺海溝型地震に係る地震防

災対策の基本方針 

●推進計画・対策計画の基本

となる事項      等 

【推進計画】法第６条 
●津波からの防護及び円滑な

避難に関する事項 

●避難地・避難路等緊急に整

備すべき施設の整備に関す

る事項        等 

【対策計画】 
法第７､８条

●津波からの円滑な避難に関

する事項 

 

等

中央防災会議 ・各府省庁、日銀、日赤、

ＮＨＫ等 
・各府省庁の地方支分部局

・関係都道県、市町村 等

【民間事業者】 
(津波の浸水が想定される地域) 

病院、劇場、百貨店、旅

館、鉄道事業等を管理・

運営する者 

策定   実施 策定   実施 策定   実施 

○日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関し、
地震防災上緊急に整備すべき施設等の整備
を推進【積雪寒冷地域に配慮】（法第10条） 

○日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地
震防災対策の推進のために必要な財政･金融
上の配慮（法第11条） 

○国による観測・測量施設等の整備（法第９条） 

予知体制が確立
した場合 

  

地震防災対策特別措
置法による推進 

大規模地震対策 
特別措置法 

○強化地域に指定 
○直前予知を前提と
した各種地震防災
対策の実施 

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震 

防災対策の推進に関する特別措置法 

※ H16.3.26 成立 H16.4.2公布 
※ 公布後一年半以内に施行 

別紙２ 



政
令
第

号

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令

内
閣
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年

法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十

七
年
九
月
一
日
と
す
る
。



政
令
第

号

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年

法
律
第
二
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
七
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
）

第
一
条

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
に
あ
っ
て
は
、
当
該
施
設
、
設
備
又
は
資
機
材
に
関
す
る
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

避
難
地

二

避
難
路

三

消
防
用
施
設



四

消
防
活
動
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
区
域
の
解
消
に
資
す
る
道
路

五

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
老
朽
化
し
た
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
市
街
地
に
お
け
る
延
焼
防
止
上
必
要
な
も
の

イ

道
路

ロ

公
園
、
緑
地
、
広
場
そ
の
他
の
公
共
空
地

ハ

建
築
物

六

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
も
の

イ

道
路

ロ

交
通
管
制
施
設

ハ

ヘ
リ
ポ
ー
ト

ニ

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
漁
港
施
設
（
同
条
第
一
号
イ
に
掲

げ
る
外
郭
施
設
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
係
留
施
設
及
び
同
条
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
輸
送
施
設
（
道
路
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

除
く
。
）
に
限
る
。
）

ホ

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
（
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る



外
郭
施
設
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
係
留
施
設
及
び
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
臨
港
交
通
施
設
（
道
路
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
除
く
。
）
に
限
る
。
）

七

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
共
同
溝

、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
電
線
共

同
溝
そ
の
他
公
益
事
業
の
用
に
供
す
る
電
線
、
水
管
そ
の
他
の
物
件
を
地
下
に
収
容
す
る
た
め
の
施
設

八

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
も
の

イ

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設

ロ

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設

九

次
に
掲
げ
る
施
設
で
、
避
難
路
若
し
く
は
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
道
路
又
は
人
家
の
地
震
防
災
上
必
要
な

も
の

イ

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備

ロ

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
保
安
施
設
事
業
に
係
る
施
設

ハ

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設



ニ

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設

十

次
に
掲
げ
る
施
設
の
う
ち
、
地
震
防
災
上
改
築
又
は
補
強
を
要
す
る
も
の

イ

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
公
的
医
療
機
関

ロ

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
に
協
力
し
て
、
休
日
診
療
若
し
く
は
夜
間
診
療
を
行
っ

て
い
る
病
院
又
は
救
急
医
療
に
係
る
高
度
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
病
院
（
こ
れ
ら
の
病
院
の
う
ち
、
医
療
法
第
七
条

の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ハ

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に
供
す
る
施

設
ニ

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
（
前
期
課
程
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
盲
学
校
、
聾
学
校
又
は
養
護

ろ
う

学
校

ホ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
公
的
建
造
物

十
一

農
業
用
用
排
水
施
設
で
あ
る
た
め
池
の
う
ち
、
避
難
路
若
し
く
は
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
道
路
又
は
人



家
の
地
震
防
災
上
改
修
そ
の
他
の
整
備
を
要
す
る
も
の

十
二

地
震
災
害
時
に
お
い
て
地
域
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
施
設

十
三

地
震
災
害
時
に
お
い
て
迅
速
か
つ
的
確
な
被
害
状
況
の
把
握
及
び
住
民
に
対
す
る
地
震
災
害
に
関
す
る
情
報
の
伝
達

を
行
う
た
め
必
要
な
防
災
行
政
無
線
設
備
そ
の
他
の
施
設
又
は
設
備

十
四

地
震
災
害
時
に
お
い
て
飲
料
水
、
食
糧
、
電
力
そ
の
他
被
災
者
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な

井
戸
、
貯
水
槽
、
水
泳
プ
ー
ル
（
浄
水
施
設
を
備
え
た
も
の
に
限
る
。
）
、
備
蓄
倉
庫
、
自
家
発
電
設
備
そ
の
他
の
施
設

又
は
設
備

十
五

地
震
災
害
時
に
お
い
て
応
急
的
な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
救
助
用
資
機
材
そ
の
他
の
物
資
の
備
蓄
倉
庫

十
六

地
震
災
害
時
に
お
い
て
応
急
的
な
措
置
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
負
傷
者
の
一
時
的
な
収
容
及
び
保
護
の
た
め
の
救

護
設
備
そ
の
他
の
設
備
又
は
資
機
材

十
七

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
に
係
る
緩
衝
地
帯
と
し
て
設
置
す
る
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緑
地
等

（
地
震
防
災
上
重
要
な
対
策
に
関
す
る
事
項
）



第
二
条

法
第
六
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

（
対
策
計
画
を
作
成
す
べ
き
施
設
又
は
事
業
）

第
三
条

法
第
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
又
は
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る

施
設
に
あ
っ
て
は
、
石
油
類
、
火
薬
類
、
高
圧
ガ
ス
又
は
次
条
に
規
定
す
る
も
の
の
製
造
、
貯
蔵
、
処
理
又
は
取
扱
い
を
行

う
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
令
別

）

）

）

）

）

）

）

）

）

表
第
一
一
項
か
ら
四
項
ま
で
、
五
項
イ
、
六
項
イ
、
八
項
か
ら
十
一
項
ま
で
、
十
三
項
イ
、
十
五
項
、
十
六
の
二
項
又
は

（

（

（

（

（

（

（

（

（

）

）

）

）

）

十
七
項
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
表
十
六
の
三
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表
一
項
か
ら
四
項
ま
で
、
五
項

（

（

（

（

（

）

）

イ
、
六
項
イ
又
は
九
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
不
特
定
か
つ

（

（

多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
も
の

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
複
合
用
途
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
そ
の

）
）

一
部
が
前
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
十
六
の
二
項
か
ら
十
七
項
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

（
（

。
）
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
の
収
容
人
員
（
同
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第



）

一
号
に
規
定
す
る
収
容
人
員
を
い
う
。
）
の
合
計
が
三
十
人
以
上
の
も
の
（
そ
の
一
部
が
同
表
五
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対

（

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
を
除
く
。
）

三

消
防
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
製
造
所
、
貯
蔵
所
又
は
取
扱
所

四

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
の
許
可
に
係
る
製
造
所

五

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
事
業
所
（
不
活
性
ガ
ス
の
み

の
製
造
を
行
う
事
業
所
を
除
く
。
）

六

毒
物
又
は
劇
物
（
液
体
又
は
気
体
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
製
造
、
貯
蔵
又
は
取
扱
い
を

行
う
施
設
（
当
該
施
設
に
お
い
て
通
常
貯
蔵
を
行
い
、
又
は
一
日
に
通
常
製
造
若
し
く
は
取
扱
い
を
行
う
毒
物
又
は
劇
物

の
総
ト
ン
数
が
、
毒
物
に
あ
っ
て
は
二
十
ト
ン
以
上
、
劇
物
に
あ
っ
て
は
二
百
ト
ン
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）

七

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
製
錬
施
設
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
加
工
施
設
、
同
法
第
二
十
三
条
第
二

項
第
五
号
に
規
定
す
る
原
子
炉
施
設
、
同
法
第
四
十
三
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
、
同

法
第
四
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
再
処
理
施
設
又
は
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す



る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
防
護
対
象
特
定
核
燃
料
物
質
の
取

扱
い
を
行
う
同
法
第
五
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
使
用
施
設
等

八

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
所

九

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
又
は
旅
客
の
運
送
を
行
う

同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
索
道
事
業

十

軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
三
条
の
特
許
に
係
る
運
輸
事
業

十
一

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
又
は

同
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
客
不
定
期
航
路
事
業

十
二

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送

事
業

十
三

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
同
法
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す

る
専
修
学
校
、
同
法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

十
四

授
産
施
設
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
（
児
童
遊



園
を
除
く
。
）
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障

害
者
更
生
援
護
施
設
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五

十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第

三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
護
施
設
、
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
六
条
に
規
定
す

る
婦
人
保
護
施
設
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
知
的
障
害

者
援
護
施
設
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設
、
同
法

第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
又
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
二

十
二
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設

十
五

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
鉱
山

十
六

港
湾
法
第
二
条
第
五
項
第
八
号
に
掲
げ
る
保
管
施
設
で
あ
る
貯
木
場

十
七

人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
常
設
の
施
設
を
設

け
て
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
事
業
（
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
敷
地
の
規
模
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
る

。
）



十
八

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
で
地
方
道
路
公
社
が
管
理
す
る
も

の
又
は
道
路
運
送
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
一
般
自
動
車
道

十
九

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
条
の
免
許
に
係
る
無
線
局
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十

九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に

よ
り
放
送
を
行
う
事
業
又
は
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
五
十
二
条
の
十
三
第
一
項
の
認
定
に
係

る
委
託
放
送
業
務
を
行
う
事
業

二
十

ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
事
業

二
十
一

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
、
同
条
第
四
項
に
規
定

す
る
水
道
用
水
供
給
事
業
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
専
用
水
道

二
十
二

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
電
気
事
業

二
十
三

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
事
業

二
十
四

前
各
号
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
に
係
る
工
場
、
作
業
場
又
は
事
業
場
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
工
場
等
」
と



い
う
。
）
以
外
の
工
場
等
で
、
当
該
工
場
等
に
勤
務
す
る
者
の
数
が
千
人
以
上
の
も
の

（
危
険
物
等
の
範
囲
）

第
四
条

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
石
油
類
、
火
薬
類
及
び
高
圧
ガ
ス
以
外

の
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一

消
防
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
危
険
物

二

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
毒
物
又
は
同
条
第
二
項
に

規
定
す
る
劇
物

三

原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
核
燃
料
物
質

四

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
別
表
第
四
備
考
第
五
号
に
規
定
す
る
可
燃
性
固

体
類
又
は
同
表
備
考
第
七
号
に
規
定
す
る
可
燃
性
液
体
類

五

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一
年
政
令
第
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
高
圧
ガ
ス
以
外
の
可
燃
性
の
ガ
ス

（
対
策
計
画
に
定
め
る
べ
き
事
項
）



第
五
条

法
第
七
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
三
条
に
規
定
す
る
施
設
又
は
事
業
に
つ
い
て
の
日
本
海
溝
・
千
島

海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

（
対
策
計
画
の
届
出
等
の
手
続
）

第
六
条

法
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
対
策
計
画
の
届
出
及
び
そ
の
写
し
の
送
付
並
び
に
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
規
程
の
写
し
の
送
付
は
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
図
面
そ

の
他
の
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
及
び
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
及
び
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
二
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
及
び
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
別
表
第
四
備
考
第
五
号
」
を
「
別
表
第
四
備
考
第
六
号
」
に
、
「
同
表
備
考
第
七

号
」
を
「
同
表
備
考
第
八
号
」
に
改
め
る
。

一

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二

十
四
号
）
第
四
条
第
四
号

二

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十

七
年
政
令
第

号
）
第
四
条
第
四
号

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号
ヤ
を
同
号
マ
と
し
、
同
号
ソ
か
ら
ク
ま
で
を
同
号
ツ
か
ら
ヤ
ま
で
と
し
、
同
号
レ
中
「
タ
ま
で
」
を
「
レ

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
タ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

レ

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年



法
律
第
二
十
七
号
）
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
四
十
四
条
第
十
一
号
中
「
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
」
を
「
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
及
び
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条
第
九
号
中
「
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
を
「
、

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
及
び
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
改
め
る
。


